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2011年 9月 6日世界時 22時に活動領域 NOAA 11283にて発生した巨大フレア (X2.1)
は、連続光でも増光のみられる白色光フレアであった。このフレアについて、飛騨天文
台 SMART望遠鏡のHα連続光高速撮像望遠鏡 (Flare Imaging System in Continuum and
Hα: FISCH)により極めて高い時間分解能 (25frames/sec)で得られた画像に対しスペック













グラフ: (左) 明るさ変化の様子。二成分ある例 (a)と一成分の例 (b)。(中上)ピクセルごと
の減衰時間のヒストグラム。画像: 各ピクセルの空間分布。黒点線は磁気中性線を示す。
(a) 一成分 (赤)と二成分 (青)。(b) 一成分の減衰時間の分布。時間の長いものが多い。(c)
二成分のうち短い方の時間の分布。
Reference:
Ichimoto & Kawate (2014) 京都大学大学院理学研究科附属天文台 技報 Vol. 2, 1.
Kawate et al. (2016) ApJ, 833, 50.
(石井 貴子 (京大・理・天文台)、川手 朋子 (宇宙科学研究所) 記)
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5.2 研究トピックス














フィルターを用いた波長制御と 4K CCDカメラによる波長点数 7点 (Hα中心および ±0.5,
0.8, 1.2 A˚)、視野 2300 arcsec2(ピクセルサイズ 0.56 arcsec/pix)、時間分解能 1-2分であっ
たのに対し、新装置 (Solar Dynamics Doppler Imager : SDDI)は、液晶による波長制御
を行う複屈折フィルターと 100 frames/secの高速撮像可能な 2K CMOSカメラにより、波


















Ichimoto, K. et al. (2017) Solar Physics, 292, id63.
(石井 貴子 記)
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